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1 . 『源氏物語』の現代語訳の
流れ
与えられた課題は「日本古典文学の現
代日本語による翻訳」であるが、日本古
典を『源氏物語』に限定し、その現代語
訳の流れの概略とそれぞれの訳の特質・
意義について、考えてみることにしたい。
『源氏物語』の現代語訳は、原文の言
葉一つ一つに対応して現代語に置き換え
るようないわゆる古典学者などによる正
確な訳に対して、原典の内容を訳者の意
図に沿って変更しつつ訳す方法がある。
後者を仮に「作家」の訳として、今回は
それに限ってみるとき、昭和 10年代に
その完訳が出版された、
•与謝野晶子『新新訳源氏物語」
（昭13·10-14•9、金尾文淵堂）
•谷崎潤一郎『潤一郎訳 源氏物語」
（昭 14·1-16•7、中央公論社）
（注1)
がそれぞれ原文に近く、もしくは原文に
忠実にその再生がなされるものであった
のに対し、昭和47-48年の円地文子訳
『源氏物語』（昭 47• 9-48• 6、新潮社）
を境として原典から離れる傾向をみせる。
円地の場合加筆以外の部分では原文に忠
実であるのに対して、
• 田辺聖子『新源氏物語』（昭 53• 1 
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長
-54• 4、新潮社）・同『新源氏物語
霧深き宇治の恋」（平 2• 5、新潮社）
•瀬戸内寂聴『女人源氏物語』（昭 63•
11-平元.8、小学館）
•橋本治『窯変源氏物語』（平 3• 5-
5• 1、中央公論社）
などは各々原文を大きく変改している。
これら円地以来原典離れの傾向を見せ
る現代語訳は、円地のそれを含め、訳者
の「作家的主体」の発現と呼応して作り
出されたものといえる。彼らはその創作
活動に並行して『源氏物語」を読み深め
そこで得た物語の意味をもって自らの創
作の力とし、またそれと呼応するところ
で『源氏物語』訳を行っている。以下そ
の実態を詳述する。
2. 現代作家の『源氏物語』受容
と現代語訳
2.1 円地文子訳『源氏物語』
円地文子の場合、戦中戦後の〈作家的
不遇の時期〉（昭 1頃～昭 24)の後、
その時期の体験を踏まえて、それを「紫
陽花」（「小説山脈』昭 24• 10)以下の
小説の中に造型する〈「虐げられた女」
「堪える女」の造型の時期〉（昭 24-昭
32)に入るが、その時期の小説の中では、
抑制された自我を持って現実と格闘する
ヒロインが造型され、更に〈「妖しい女」
の造型の時期〉（昭32-昭45)には、そ
の抑制をうち破ってあでやかなロマンの
夢を実現する姿を「妖美」という形で表
現している。（注2)
抑制された自我を持つヒロインを描く
彼女にとって、『源氏物語』は常にあで
やかな夢を充填する世界であり、その夢
を抱きながら現実と格闘する姿において
も、彼女は紫式部と物語作者としての共
感を持っていたことが「人間研究紫式部」
（『中央公論』文芸特集昭 27• 1所収）な
どの文章から窺える。円地は、自らの生
を客体視する視座を確保した上で、虚構
の場に豊かなロマンを繰り広げる、とい
う姿勢を紫式部と共有しているという意
識をもつのである。
こうした『源氏物語』の意味づけの上
でその現代語訳がなされる。その訳のあ
り方は基本的に原文に近いものであり、
指摘される事柄としては、
•敬語・草子地など概ね原文に沿って
訳され、語り手の存在を明瞭に生か
しつつ、「である」体により多様な
文末の表現を作り出す。
•平安時代の風俗習慣•有戦故実など
についてわかりやすい表現にし、内
容把握をより容易にする。
・漢語を多く使用し、それに和語によ
るルビを付す。
という点が挙げられる。（注3)
このような方法で抑制の利いた文体を
確保しているわけだが、こうした原文へ
の追随の上で、円地の訳の更に特徴的な
点が指摘できる。つまり、円地には人間
のドラマとしてこの作品を見ようとする
姿勢があって、物語の中のヒロインのあ
る特定の心理の機微を増幅させているの
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である。そうした書き加えは「本文では
さまく
美しい紗膜のうちに朧ろに霧りかすんで
いる部分に照明を与えているのは、私自
身が『源氏』を読んでいるうちに自然に
そこまでふくらんでいかなければならな
かった止むを得ない膨張なのであって」
（円地訳『源氏物語巻ー』「序」）とある
ように、円地にとっておのずからなる感
情の流露であった。
特に彼女は原典の中の艶っぽい件りを
より官能的なものに変えている。次の文
は、「帯木」巻、若い光源氏（以下「源
氏」と略する）に押し入られた空蝉の心
内を描く箇所で、【 】で括ったところ
は円地独自の加筆である。（以下同様）
わきま
「その人妻というけじめさえ弁えな
いほど初心なのですよ。（中略）」など
と真面目らしくさまざま仰せられるけ
れども、【女は、ほのかな灯影にさえ顔
と顔のふれあうほど近く寄り添われて
いるだけに、】君の類いなく美しくお
わすお顔立ち【や、照り輝く御肌え】
にふれるにつけても眩く、いよいよ【わ
が身が恥ずかしくて、】うち解けにく
く思い沈むままに、たとえ情け知らず
の片意地者とお蔑みになろうとも、色
恋の道には疎い女になって通そうと、
ひとえに情なくばかり振舞っていた。
人柄のたおやかなのに、しいて強く
気を張りつめているので、ちょうどな
たわ
よ竹の細々と風に撓いながら、なかな
か折れそうにもないのと同じようで、
【苛立たしくもあるし、それだけにこ
のひとの内にこみ入って行こうとす
る情念は刻一刻増していって、ついに
は堰きとめがたく取り乱してしまっ
た。】（巻ー 、 P.113)
一方、抑圧された生の状況において、
猜疑・嫉妬の情を膨らます女性の心情を
更に強調している訳の場面もみられる。
例えば「葵」巻の車争いの件りでは、
葵上方に狼藉された六条御息所が自分に
向けられた他の見物人の蔑みの眼差しを
痛みをもって感じる様了を描いている。
とうとう大臣家の車を立てつづけて
しまったので、御息所の車はお供の女
房車のうしろに押しやられて何も見え
ない。胸のつかえは言うまでもないと
して、このような忍び姿をそれと知ら
れたのがこの上なく口惜しく、【ご身
分柄はもとよりとして、常から並々な
らず物事の風趣や情緒を深くお心にと
めて、その調和を乱すまいと大切にな
さる御気性からはからは、】どうにも
こら
堪えがたく思召すのであった。篇など
ながえ そは
もみな押し折られて、餞も傍にあるつ
もた
まらぬ車の筒に先せかけてあるので、
何とも言えず見苦しい。【このように
狼藉され辱められぬいた有様を、所得
顔に立て並べた車の内から、人もなげ
に見下しているであろう女の様子を思
いやると、口惜しさは現し身に張りさ
けるまでにふくれ上がってくるけれど
も、それもこれも人目には立たぬよう
に何気なくおしつつんで、】一体何の
ために来たのであったろうかと思って
みても、今更どうしようもないのだっ
た。（巻二、 P.129-130)
ここでの自己抑制と他者の穿堅への鋭
敏な感受性は、円地の小説世界における
ヒロインのそれと同様のものとして認め
ることができるのではないか。
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2.2 田辺聖子訳『新源氏物語』
次に田辺聖子の現代語訳の特質につい
て考えたい。まず『新源氏物語』では
「桐壺」巻の内容を削除していることか
らも分かるように、近代小説としての効
果的構成を確保して、因果関係の緊密な
筋立てをもって統一された作品世界をめ
ざしている。こうした構成の変改を始発
部で行った上で、「あくまで原典の意図
に添い、その香気を失なわず、物語の流
れをかき乱すことのないよう、そして面
白さと品位を更に増幅する」（『源氏紙風
船」「埋める作業」）と彼女自身が述べる
ように、原典の難解さを克服しつつ自ら
がこの作品に発見した価値を踏まえて作
品世界を変改しているのである。
具体的な場面として「賢木」巻冒頭の、
野々宮での源氏と六条御息所の別れをみ
ると、田辺の訳では、原典にあった源氏
の随身や御息所の供の者などの端役の存
在が捨象されており、自然描写も原典で
は作中人物の心情を象徴してその描写に
よる奥深い世界が現出するのに対して、
こうした陰賂ある描写の気分・情調を表
現に生かしてはいない。
その上で、田辺が書き加えたものは、
愛する者同士の別れに臨んだ熱い情愛で
あった。『新源氏物語」では次のような
原典にない長い叙述が挿入され、御息所
は源氏の愛情こもった言葉に伊勢下向を
慰留されているのである。
この年上の恋人の、深い愛に気付か
な
ず、それに押れ、心瞬った日のことが、
くやしく思い返される。
「ほんとうに、伊勢へ下られるのか。
私を捨てて行けると思われるのか」
ひと
この女に心ひかれた昔の日の恋は、
まだ源氏には強い力をもっていた。こ
の女を失ってしまったあとの空虚をど
うしよう。良くも悪しくも、この貴婦
人は、源氏の青春を埋めた重要な恋人
だった。／（中略）
「もういちど、やり直したい、すべて
を水に流して、ーから手習いをはじめ
よう、あなたも私も、ともにはじめか
らやり直すのだ、あの恋のはじめの日
をおぽえていられるか？…はじめて会っ
た日のように私たちは…」
「取り返しのつくことと、つかぬこと
がございます」
「いや、取り返しはつく」
青年の涙に御息所の涙がまじりあっ
た。彼女は青年の頬を撫でて静かにいっ
た。
「あなた…。あなたには新しい運命が
待っていますわ。運命に、待たれてお
いでになるかたですわ。…もうわた＜
しではお役にたてないのです」
「あなたは強い女だ」
「すべてを失うと、人は強くなります
ゎ。…さあ、月も落ちましたわ。やが
て夜があけます」
それでも青年は恋人の躯を離すこと
はできなかった。二度と恋人として逢
う日がないとは信じられなかった。愛
の日が終ったとは思いたくなかった。
今は源氏の方が、御息所に執心して焦
がれていた。
「あの昔の恋の日々を、まぼろしにし
ないでくれ」
青年は悲鳴のようにいった。この美
女の中の美女、よき趣味人であり、当
代きっての教養ある淑女、気位たかき
貴婦人、愛執が凝って物の怪となるま
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で青年を恋してくれた女、その人を失
うというのは、一つの世界が潰れるよ
うにも、青年には思われた。／（中略）
御息所はほそい指に力をこめ、青年
の躯にすがっていた。（「秋は逝き人は
別る刈賢木の宮の巻」 P.217-220)
紙幅の都合で一部を略したが、原典で
は源氏自身、二人の仲がこれ以上続けら
れず別れは余儀ないものとして御息所に
未練を語り、いわば儀礼的に慰留してい
るのに対し、『新源氏物語』では右のよ
うに、二人の間に心のしこりは見られず、
お互いを強く思いながら別れねばならぬ
よう書き加えられている。田辺は『源氏
物語』原典に、青年の恋の情熱と潤いあ
る優しい心情を添え、現代人の感覚に合
わせた小説構成や会話文として描き出し
ているわけであるがヽこの原典変改の姿
は彼女の三十代の小説世界とも繋がる。
更にその延長に、源氏晩年の、自らの
生涯を顧みる「この世につけては、飽か
ず思ふべきことをさをさあるまじう、高
き身には生まれながら、又、人よりこと
にくちおしき契にもありけるかなと思ふ
こと絶えず、世のはかなくうきを知らす
べく仏などのをきて給へる身なるべし。」
以下の述懐（新日本古典文学大系『源氏
物語」「幻」巻P.188)の削除や、源氏
の最後の姿を明る＜希望に満ちたものに
して変えていることなども指摘できる。
そして同巻の源氏の現世最後の姿は、
大晦日の追健の準備に急ぐというものだ
が、そこに田辺は次のような原典にない
記述を書き加えている。
この世の愛欲や煩悩から離脱し、恩
愛を断って、あらたなる旅立ちへ向う
のだ。世に傲り、人に愛執していた旧
い自分は死に、荘厳な浄上を欣求して
ひたすらいそしむ新しい自分が生まれ
るのだ。／（中略）
年が明ければ勿々にも、源氏は世を
捨て、出家する心組みであった。
雪は降り積もる。
迷い多かりし源氏の生涯を、浄める
かのごとく雪は降り積もる。
暗い大空に舞う雪を眺める源氏の目
は澄んで、おだやかに、光があった。
（「夢にも通えまぽろしの巻」 p.245-
246) 
この『新源氏物語』の後田辺は源氏の
亡き後の物語『新源氏物語霧ふかき宇
治の恋』（平 2• 5、新潮社）を書き継ぐ。
この間彼女の長短編小説の中で、老若男
女を問わず一人一人立場の違う生き方へ
の共感を内に取り込み、多様な立場の人
間に追随し、従来以上の切実な人生の哀
歓を描くなどしており、これが失意と悲
哀に隈取られた人間の矛盾を抱える宇治
十帖の新たな訳を可能にするものになっ
たといえる。その訳の特徴的な箇所とし
て、物語の末尾、横川僧都によって出家
した浮舟が、自らの罪の浄化のために、
心の鍛錬の道を進むことを決意する件り
について考えたい。原典は不安定な浮舟
の心を描いて展開の方角を失いその世界
は閉じるらればかりであったが、田辺は
ここでの浮舟を、苦悩の極限の果てに清
らかな心の世界へ超脱させようとするの
である。原典にはない浮舟の次の心中思
惟を加えている点に注目したい。
（わたくしの心に風が吹き荒んでいる。
あわれ山伏はこういう日には声上げて
泣く、と僧都さまもいわれた。木石な
らぬ身に風音は染む。…でも、声上げ
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て泣いても、わたくしは思い立ったこ
の道を往こう。やがてはわたくしの罪
も消え、それどころか、一切衆生のた
めに幸せを祈られるような悟りを得る
まで、み仏におすがりして生きよう。
どうか阿弥陀仏さま、わたくしにカ
をお与え下さいまし。小君とひとこと
話して、おかあさまのことを聞きたい。
薫さまにもういちどお目にかかりたい、
ともすればそう崩おれてしまう弱いわ
たくしの心を取り直す、勇気と力をお
与え下さいまし）
そう思いつづけ浮舟は黙って涙を流
していた。／（中略）
（やっと心がきまったわ。…いいえ、
これから先もまだまだ、悩みや迷いが
多いかもしれないけれど、でもやがて
はみんな、なっかしくいとしいものに
思えるような日がくるかもしれない
わ…）（「ふみまよう夢の浮橋の巻」 P.
326-328) 
こうして浮舟は月を仰ぎ、「清らかな
微笑みをわずかに芝べ」、自分のみなら
ず一切衆生の幸いを祈ろうとするのであ
る。田辺は浮舟にいわば人間に対する祈
りを持てるような悟りに向けて歩み出さ
せている。ここには田辺自身のもつ精神
の向日性を、その小説の中に描かれたと
同様のものとして見ることができる。
2.3 瀬戸内寂聴訳『女人源氏物語』
瀬戸内寂聴の「好きな言葉」として
「美は乱調にあり」があり、その言葉は
彼女の人生と創作のありようを性格づけ
るものとなっている。「偽りの諧調に安
住してなまぬるい生を送るよりは、乱調
の美に身を投じ、地獄の火に焼かれる方
が望ましい。生きるということも死ぬと
いうことも私には乱調の中にしか思い描
けない。」（「私の好きな言葉」昭 46• 8) 
というように、瀬戸内の小説の主人公た
ちは、異常ともいえる恋愛の姿を演じる
が、そうした底のところでは純粋なもの
を求めようとする性情・情熱が見られる。
『源氏物語』の女性たちでも彼女の興味
の対象は、六条御息所・朧月夜• 明石・
女三の宮・末摘花など、「嫉妬深かった
り、もろかったり、男にだまされたり、
情熱の制御出来ない愚かさを持った」女
性たちであった（『私の好きな古典の女
たち』昭 57• 2、新潮社、「朧月夜」）。
出家を期に『源氏物語』にあらためて
接近した瀬戸内は、この物語で作者の描
こうとしたものは絶対者源氏の姿でなく、
源氏を愛した女達の哀切な出家、哀れな
死であるという読みを強くし、それが
『女人源氏物語』の執筆（昭 63• 11-平
元.8、小学館）に繋がっていく。
『女人源氏物語」は源氏あるいは宇治
十帖の薫と恋を演ずる女君一人一人の心
の内に立ち入ってその女性の思いを独
白の形をとって描くものである。そこで
は『源氏物語』の筋を大まかに生かしな
がら独白するそれぞれの女君が瀬戸内的
心の形を背負い、瀬戸内の深い共感によ
り造型されている。例として、瀬戸内に
とって共感の度合いの大きい六条御息所
の「葵」巻での襖悩の姿を挙げたい。
賀茂の車争いで源氏の正妻葵上方に屈
辱を与えられ、内向した悩みの果てに、
御息所は心と裏腹に懐妊中の葵上の寝所
に生霊を送り出すに至ったが、そのこと
によりなおも悩みを深めわが身の惨めな
有様を感ぜざるを得ない。傍線部は原文
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にその内容が書かれている箇所である。
掌も腕もしびれるほど痛いのです。
夢にしてはあまりにもなまなましく、
まだ夢のつづきなのか、動悸がはげし
く打ちつづけているのです。
ああ、そればかりか、自分の髪や着
物に妖しい匂いがしみついていで••そ
れを御修法に焚くあの芥子の匂いと気
づいた時の浅ましさ…恐ろしくて、あ
わてて着物も下着もかなぐり脱ぎ、髪
を何度も何度もくりかえし洗っても、
なかなかその匂いは消えず、毛穴の底
までしみついているようでした。気味
悪く、そんな自分が厭わしくて、なろ
うことならかき消してしまいたい。
世間でひそかに噂しているまがまが
しい話が、蝉の声のようにわたくしの
耳に鳴りさわぎます。／（中略）
洗っても洗っても消えない芥子の匂
いが、そんな噂の何よりのあかしなら…
わたくしの覚えのないままに、魂がこ
の身から抜けだし、あのお方の枕辺ま
で忍んでいったというのだろうか。死
人がこの世に残した恨みのため、死霊
となってとり憑く話さえ、聞くにだに
おぞましく思うのに、生きながら、生
霊がこの身から抜けていくなど…なん
という罪業の深い話だろうか。
それもこれも、薄情なあなたへの断
ちきれぬ妄執のため。思えば思えば恨
めしいのはあなたというお方。そのあ
なたに向けるべき怨念を、罪もない葵
上さまに晴らすとば••。(「紫炎」の章、
P .263-264) 
ここには、とめどない諒氏への愛情を
持ちつつ、彼女の人一倍の自尊心を押し
つぶされた屈辱の中で悲しみの奥底を生
きねばならない女のすさまじさが、原典
記述を大きく膨らまして描かれている。
このような形でそれぞれの女君が纏ま
りをもって生かされた果ての最終巻、
「夢浮橋」では入水を決意してかなわず
横川僧都らに保護された後の浮舟が瀬戸
内的感性を背負って描き出される。次は
浮舟が僧都の導きを得て出家がかない、
その後薫に遣わされた小君という弟との
対面を拒み通して、自らの生き方に思い
を致す場面である。
お経を読んでもひねもす経を写して
も、空しい日は空しい想いに心が空白
になることがあります。それでも、こ
のうるさい好きになれない尼たちの中
にまじって勤行している時、ふっと、
山奥に湧く泉のような清冽なものが全
身を流れる瞬間があるのです。ああ、
今、自分が潔められたと思うその瞬間
には、またとない至福の想いに心がう
るおされています。
薫さまのお手紙に対してどうしても、
一言もお返事できなかったのはなぜな
のか、わたくしにはわかりません。
けれども心が少しでも落ち着いた今
になって想い返せば、お返事をしない
よう、何かがわたくしを制してくれた
のではないでしょうか。そのほうがよ
かったのか、悪かったのか、わたくし
にはわかりません。
けれども、すべてをみ仏にゆだねた
今のわたくしは、自分の心に正直に従
うことが、み仏のみ心に従っていると
思われるのです。もしかしたら、あれ
もひとつの浮橋だったのではないでしょ
うか。男と女の間の恋もはかない浮橋
なら、み仏に近づく橋も危うい浮橋で、
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油断したらいつふり落とされるわから
ないか細い橋なのかもしれません。
（中略）
小君のむなしい報告を受けてあの方
はどんなお顔をなさったことやら。案
外、最見のせまいところもあるお方な
ので、妙に気を廻して、こうまでかた
くななのは、わたくしにかくし男でも
できて、こっそりかくされているので
はないかぐらいの想像をしていらっしゃ
らないともかぎりません。
あの方もこの方も、誰もすべてはみ
な、川の向こうの世界に住むはるかな
昔の夢の中の人たちにすぎません。
これまで見えていたものが少しずつ
見えなくなっていくにつれ、これまで
見えなかったものが、ほのかにほのか
に見えてくるような気もしてまいりま
す。次第に光を増すはるかな夜空の星
のように。（「夢浮橋」の章、 P.178-
179) 
瀬戸内の描く浮舟は、横川の僧都から
の還俗の勧めを拒んで静謡の中で仏の慈
悲を確信しつつそれにすがろうとしてい
る。仏の智恵によって自らの生を透徹し
た目で見通す力を得ているのである。そ
して自分の生きてきた過去を仏に全て認
められるものとして大切にかき抱き、安
らかな心境に達している。実際の浮舟は
猶迷いを脱しているとは言えない。しか
し瀬戸内がこのように造型している点、
そこには瀬戸内自身が自ら歩んできた生
を意味あるものとして仏の慈悲の下に捉
ぇ、それを浮舟の生と重ねようとする意
思を読みとることができる。（注4)
3. 訳の表現と作家の創作の
固有性
以上みてきたように、それぞれの現代
語訳は作者たちの創作の営為と並行して
彼らがその文芸的課題を果たす一環とし
ての意味をもっている。
つまり、抑制された生の状況下に妖し
い美しさを持つ女性を造型した円地文子
は、『源氏物語』の中で女性としての夢
を膨らませる官能的な箇所などに反応し
その記述を増幅する形で物語世界を再生
させており、また田辺聖子の場合、この
古典作品を「愛のタイプの見本帳」と捉
ぇ、現代語訳においてこの恋の物語に若
者特有の潤いある純粋な心情を添え、更
に巻の進展に従って生への洞察を込め入
れているが、そうした営みは小説におい
て不定形の愛をユーモアと温かい情動で
包みつつ現実の世相に合わせて描き出す
ありようと通底するものをもつ。一方、
世間の常識を破る「乱調」の中でその愛
の全うを実現する女性像を小説に描いた
瀬戸内寂聴が、自らの出家の後そうした
女性を『源氏物語』に見出して新たな
『源氏」の世界を女君の視点から繰り広
げることも、彼女において必然であった
といえる。
そうした創作と連動する訳のあり方は、
与謝野晶子訳•谷崎潤一郎訳においても
例外ではない。この二人においてもそれ
ぞれの形の訳を行う必然があった。
与謝野の場合、「現代の生活と遠ざか
つて、共鳴なく、興味なく徒に煩瑣を厭
はしめるやうな細個条を省略し、主とし
て直ちに原著の精神を現代語の楽器に浮
き出させやうと努めた」（与謝野訳『新
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訳源氏物語』跛、「新訳源氏物語の後に」
大2)という「自由訳」は、原文の「物
語」という語を「小説」に換え、また草
子地や敬語の大幅削除によって語り手の
存在感を希釈するなど、近代的「小説」
の形式をもって行われたものであり、そ
こには明治以降の外国文学の翻訳作品に
見られる文体、明治以降に作られた（あ
るいは使用頻度の増した）語槃が醸し出
す近代色、西洋色」が現れていることが
指摘される（注 5)が、それは一方で
『源氏物語』を和歌的抒情の総体とし、
そのロマンを「表現Jより「筋」として
捉えようとしてとられた方法であったと
思われる。
また谷崎においても、「草了地、敬語
の丁寧な訳出による語り手の継承」「新
訳、新々訳で採用された敬体の文末辞に
よる語り手の存在感の強調」「原文の古
語を累次用いた和語主体の文章の持つ古
風なイメージ」（注6)という表現法は、
「原文に盛られてある文学的香気をそつ
くりそのまヽ、とは行かない迄も、出来
るだけ毀損しないで現代文に書き直さう
と試みた」（『潤一郎訳源氏物語』「序」
昭14)際とられた方法であり、谷崎は
「曖昧さ」「陰蛸」をもつ、彼にとっての
理想の表現世界（それは「文章読本』に
目指すべきものとされたものである）を
『源氏』の直訳において再生することは、
女性崇拝などのモチーフを核とする彼の
創作と深く繋がるものであった。（注 7)
円地訳を境に現代語訳が原典から離れ
る傾向は、現代における古典作品の「翻
訳」のあり方を考えさせる。過去の紫式
部の時代に遡りそこでこの物語の内実を
理解するものというよりは、むしろ原典
の中に現代に繋がるものを見出し訳者そ
れぞれが自己の読みに従って捉えたと確
信する『源氏物語』の論理を現代のこと
ばで表現するものといってよい。その論
理がそれぞれの作家固有の文芸的課題と
響き合うのである。
4. 瀬戸内寂聴訳『源氏物語』
の意義
しかしこのような中で、平成8年から
10年にかけて、瀬戸内寂聴は原文記述
にほぼ忠実な『源氏物語』の現代語訳を
行っている。（平 8•12-10•4、講談社）
その訳のあり方は、『女人源氏』の原典
離れに対し、原典世界への回帰といえる。
具体的にその表現を見ると、原則は原典
のそれぞれの文章・語句を尊重しながら
現代文に変えるものであるが、長い原文
を二つなり三つなりに分けて訳出するこ
ともあり、それにより主語述語が照応し
たわかりやすいものとしている。用語も
現代にふさわしいものを使用し、文末が
「です• ます」体で読者に訴える力を強
めている点も見逃せない。
書き加えについては、文章単位の大き
なものはなく、仏教用語を含め説明が必
要なところなど原典の意味内容を明確に
するため、句単位での加筆が目立つ。
ただし説明のためばかりでなく、訳者
の思い入れが現れる場合がある。例えば
「手習」巻で浮舟が横川僧都に出家を認
められて剃髪を阿闇梨に委ねる件りでは
次のような訳になっている。 【】で括っ
た箇所が明らかな加筆と認められるとこ
ろである。
…この阿闇梨も、姫君の御発心をもっ
ともなことと思います。それでも姫君
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が記帳のすき間からご自分のお手で外
へかき出していらっしゃる御髪が、あ
まりにもつやつやと美しく、惜しいほ
どなので、【思わず見惚れて、】しばら
＜鋏を持ったまま、 【切るにしのびな
く】ためらっているのでした。（中略）
こもき一人がお側にいて、少将の尼
に、これこれですと知らせたものです
から、少将の尼がうろたえてかけつけ
てみると、すでに僧都が、【授戒のしる
しに、】自分の衣や袈裟などを、形式
ばかりにでもと、姫君にお蒋せ申し上
げ【ています。急な御出家なので、姫
君用の得度のお支度は何のご用意もな
かったからでした。】／（中略）
姫君は、すぐにはとても叶えてもら
えそうもなく、誰もが皆、思い止まる
ようにと言い聞かせておられた難しい
出家の本望を、【何と】嬉しいことに、
【今ついに】遂げたのだと思います。
これだけは仏のおかげで叶えていただ
けたのだと思われて、生きていた甲斐
があったと、【つくづく嬉しく】お思
いになられるのでした。（巻十「手習J
P.248-250) 
浮舟の美しい黒髪を切るにあたっての
阿闇梨のためらい、また出家を遂げたと
きの浮舟の無上の解放感が増幅されてい
る。 51歳の時、平泉で自らが出家得度
した際の感慨が沸き上がりこのような書
きぶりとなったものと想像される。原典
に沿うことを自らに課しながらそれでも
その枠から離れた訳を行ってしまったの
は、瀬戸内のこれまでの人生の軌跡の中
でその所以を理解すべきものであろう。
それにしても、瀬戸内がこうした逐語
訳を行ったのは、『女人源氏』の創作を
通じて自ら発見した『源氏物語』の論理
（源氏をめぐる女性たち、特に「乱調」
を演ずる女性の思いの意味の深さ、出家
していく女性への仏の慈悲のまなざしの
存在、など）を、今度は『源氏』本文に
近づくことで確認しつつ補強しようとし
た故と解することができる。 9
瀬戸内はこのように自らが捉えた『源
氏』に拠りつつ、同時により素直にそれ
ぞれの作中人物に寄り添おうとする意思
を持つようになった。次の「御法」巻、
かつて瀬戸内が「あまり好きになれない」
一人とした紫上の死の場面で、彼女の死
を哀惜する言葉の書き入れていることは、
その理想性にも同調できる心の広がりを
この訳述の過程で身につけるようになっ
たことによるのではないか。
以前にも、紫の上はいったん息絶え
られてから、また蘇生されたことがあ
りましたので、その時の御経験から、
源氏の院は物の怪のしわざかもしれな
いとお疑いになって、夜を徹して加持
祈祷など、あらゆる手だてをお尽くし
になりました。けれども【その甲斐も
ついになく、】夜の明け果てる頃、【と
うとう】お亡くなりになってしまわれ
ました。
中宮も、宮中にお帰りにならない前
に、こうしてご臨終にお立ち会いにな
られたことを、【この上もない深い御
縁だったのだと、】しみじみお思いに
なります。（巻七「御法」 P.218)
そうした意味で、この「忠実訳（逐語
訳）」も瀬戸内固有の創作運動の一環と
して位置づけられるのである。
瀬戸内における『源氏物語』原典回帰
は、それを読む読者にとっては、作家の
なま
主観の入り込みの比較的少ない、「生」
の『源氏物語』に近いものを提示され、
『源氏」読みの自由さを与えられること
であった。作家の個性に満ちた自由訳の
あと、読者の個性が、原典に近い形の現
代文『源氏物語』を得て、この物語との
自由な語り合いをよりたやすく行えるこ
とになった。そうした読者の受容の好尚
が瀬戸内自身の心に発する訳のありよう
と合致したことで、この訳が好評を博し
ているといえるのではないか。
注
1) この後続いて『潤一郎新訳源氏物
語』（昭 26• 5-29・12)、『谷崎潤一
郎新々訳源氏物語』（昭 39 ・ 11-40•
10、ともに中央公論社）が出版される。
2)これらの時期の創作内容については、
この後の、〈老いの主題化の時期〉
（昭45-昭61)のそれとともに、拙著
『源氏物語ーの受容一現代作家の場合ー』
（平 10• 1、新典社）第三章「円地文
子『花散里J論」参照。
3)北村結花氏「いまどきの『源氏物語』
一円地文子訳から瀬戸内寂聴訳ヘー」
（『国際文化学』創刊号•平成 11• 9)。
4)橋本治の『窯変源氏物語』創作にお
ける『源氏物語』の基本的捉え方およ
び訳の姿勢については、紙幅の関係か
ら稿を改めて述べることにしたい。
5)北村結花氏3)に掲げた論文、およ
び「『源氏物語』の再生―現代語訳論一」
（季刊『文学』平4.1)。
6)北村結花氏5)に掲げた 2論文。
7)谷崎における『源氏物語』との関わ
りを、池田一臣氏は「情念の鋳型」
「文体と表記」「語り」等の観点から詳
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述されている。（「谷崎潤一郎と源氏物
語」、『解釈と鑑賞』平 13• 6)。
（富山大学教授）
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